
消
費
税
増
税
で

市
民
の
暮
ら
し
は
大
変

田
中
利
恵
子
議
員
は
始
め
に
市
長
の
施
政
方

針
、
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
質
問
。
市
長
が
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
年
金
、
医
療
、

介
護
な
ど
の
諸
制
度
が
持
続
可
能
に
な
る
。
わ

が
国
が
正
し
い
再
生
へ
の
道
に
向
か
っ
て
い
く

た
め
の
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
な
ど
と
述
べ

た
こ
と
に
対
し
、
消
費
税
増
税
は
国
民
・
市
民

の
く
ら
し
を
一
段
と
冷
え
込
ま
せ
る
こ
と
に
な

る
。
社
会
保
障
な
ど
の
財
源
は
、
富
裕
層
や
巨

大
な
経
済
力
を
持
つ
大
企
業
の
優
遇
税
制
を
改

め
る
な
ど
、
消
費
税
に
頼
ら
な
い
財
源
確
保
の

た
め
に
こ
そ
努
力
す
べ
き
。
持
続
可
能
ど
こ
ろ

か
こ
の
方
策
で
は
限
界
、
正
し
い
再
生
へ
の
道

に
向
か
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
な
ど
と

指
摘
し
、
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

【
答
弁
】
広
く
国
民
が
財
源
負
担
を
し
て
い
く

こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
道
で
あ
る
。

医
療
・
福
祉
の
充
実
こ
そ
大
切

次
い
で
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

県
の
補
助
金
削
減
に
よ
る
一
部
窓
口
負
担
の
導

入
等
は
、
医
療
抑
制
に
つ
な
が
り
命
に
さ
え
危

険
な
状
況
を
招
き
か
ね
な
い
。
県
に
削
減
し
た

分
を
元
に
戻
す
よ
う
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

重
度
障
害
者
医
療
助
成
の
堅
持
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
小
児
医
療
費
助
成
は
小
児
医
療
費
無

料
化
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
共
産
党
小
田
原
市

議
団
は
約
30
年
前
か
ら
一
貫
し
て
求
め
て
き
た
。

対
象
は
通
院
で
中
学
校
卒
業
ま
で
と
し
、
所
得

制
限
撤
廃
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
保
険
料
の
値
上
げ
を
し
て
い
な
い
こ
と
と
、

保
険
証
取
り
上
げ
と
な
る
資
格
書
発
行
件
数
の

少
な
い
こ
と
を
評
価
。
し
か
し
ま
だ
高
す
ぎ
る

保
険
料
の

引
き
下
げ

を
行
う
べ

き
と
強
く

求
め
ま
し

た
。
小
田

原
市
立
病

院
の
医
師
・

看
護
師
の

確
保
、
誰

も
が
安
心

し
て
出
産

す
る
こ
と

が
で
き
る
分
娩
体
制

を
求
め
ま
し
た
。

【
答
弁
】
重
度
障
害

者
医
療
費
助
成
は
従

前
と
変
わ
ら
な
い
支
援
を
し
て
い
く
。

小
児
医
療
助
成
は
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
た

上
で
、
様
々
な
子
育
て
支
援
と
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
料
は
財
政
状
況
や
給
付
と
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
。
小
田
原
市
立
病
院
は

引
き
続
き
良
質
で
適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
医
師
、
看
護
師
の
確
保
に
努
め
る
。
安

心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

認
可
保
育
所
の
増
設
を

そ
し
て
「
認
可
保
育
所
に
は
い
れ

な
い
」
と
い
う
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
、
子
ど
も
の
発
達
・
成
長
を
促
す

よ
り
質
の
高
い
保
育
の
実
現
こ
そ
、
小
田
原
の

未
来
を
切
り
開
く
子
ど
も
た
ち
へ
の
保
障
。
待

機
児
童
の
解
消
に
は
認
可
保
育
所
の
増
設
な
ど

を
求
め
ま
し
た
。

【
答
弁
】
認
可
保
育
所
へ
の
移
行
を
目
指
す
３

つ
の
認
可
外
保
育
施
設
に
対
し
て
支
援
を
し
て

い
く
。

少
人
数
学
級
で
一
人
ひ
と
り
に

行
き
届
い
た
教
育
を

ど
の
子
に
も
分
か
る
授
業
を
す
る
た
め
や
、

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
で
複
雑
な
思
い
に
置
か

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
十
分
対
応
す
る
た
め

に
も
、
少
人
数
学
級
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

【
答
弁
】
国
や
県
に
対
し
、
教
員
の
増
員
を
働

き
か
け
て
い
く
。

多
く
の
税
金
を
投
入
す
る

大
型
公
共
事
業
だ
か
ら
こ
そ

徹
底
し
た
市
民
合
意
を

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
は
基
本

設
計
に
示
さ
れ
て
い
る
55
～
60
億
円
の
範
囲
に

止
め
る
べ
き
。
お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
は

市
民
と
の
合
意
形
成
を
十
分
図
る
べ
き
で
拙
速

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
地
下
街
再
生
事
業

に
は
反
対
だ
が
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
方
策
を

講
じ
て
い
く
べ
き
と
そ
れ
ぞ
れ
質
し
ま
し
た
。

【
答
弁
】
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費

税
を
除
く
と
57
億
円
余
、
基
本
設
計
の
目
標
金

額
を
下
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
消
費
税
の

増
税
を
考
慮
す
る
と
建
設
費
は
65
億
円
程
度
と

想
定
。

お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
は
、
具
体
的
な

準
備
を
進
め
て
い
く
中
で
、
市
民
意
見
を
聞
い

て
い
く
。

地
下
街
再
生
事
業
は
、
外
部
の
専
門
的
人
材

を
活
用
し
た
会
議
体
を
設
置
し
、
客
観
性
を
も
っ

た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
努
め
る
。

中
小
業
者
を
守
り
地

域
経
済
起
こ
し
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
実
現
を

一
貫
し
て
求
め
て
い
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
経
済
波
及
効
果

も
実
証
さ
れ
て
き
て
い
る
。

地
域
経
済
起
こ
し
に
大
い
に

期
待
で
き
る
。
早
急
に
実
現

す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

【
答
弁
】
実
施
に
向
け
た
導

入
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

十
分
な
防
災
・
消
防

の
備
え
を

防
災
に
関
し
て
は
、
方
々
で
「
聞
き
取
り
に

く
い
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
る
防
災
行
政
無
線

の
改
善
を
。
消
防
は
大
震
災
に
も
強
い
と
さ
れ

て
い
る
耐
震
性
防
火
水
槽
を
増
や
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。

【
答
弁
】
平
成
24
年
度
は
５
箇
所
の
無
線
柱
の

増
設
を
行
い
、
平
成
25
年
度
は
３
箇
所
の
ス
ピ
ー

カ
ー
の
増
設
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い

て
は
難
聴
が
解
消
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

耐
震
性
防
火
水
槽
は
、
大
規
模
地
震
災
害
発

生
時
に
、
有
効
な
消
防
水
利
と
し

て
認
識
し
、
順
次
整
備
を
進
め
て

い
る
。

ご
み
処
理
広
域
化
の
中
止
を

小
田
原
、
箱
根
、
湯
河
原
、
真
鶴
１
市
３
町

と
の
ご
み
処
理
広
域
化
は
昨
年
予
定
通
り
に
な

ら
な
い
と
の
議
会
へ
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の

際
自
区
内
処
理
を
貫
徹
し
、
広
域
化
は
中
止
す

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

【
答
弁
】
本
市
に
お
い
て
当
面
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
体
制
で
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
く
。

引
き
続
き
１
市
３
町
の
枠
組
を
保
ち
、
協
議
を

重
ね
て
い
く
。

御
用
米
曲
輪
北
東
土
塁
の

ク
ス
ノ
キ
は
重
要
な
緑

御
用
米
曲
輪
北
東
土
塁
の
ク
ス
ノ
キ
の
伐
採
、

剪
定
の
状
況
を
見
て
、
「
丸
坊
主
」
に
な
っ
た

と
衝
撃
を
受
け
怒
っ
て
い
る
方
が
大
勢
い
る
。

市
民
に
ど
う
説
明
し
て
い
く
の
か
、
近
接
す
る

学
校
側
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
要
望
に
ど
う
応
え

て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
「
史
跡
と
緑
の
共
生
」
を
実
現
し
て

い
く
も
の
。
今
後
も
周
知
看
板
や
チ
ラ
シ
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
、
市
民
に
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
周
知
し
て
い
く
。
学
校
側
と

話
し
合
っ
て
、
今
後
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

田中りえ子議員

２０１４年５月 ２０３号

議会活動報告紙
日本共産党小田原市議団

小田原市荻窪３００番地
日本共産党小田原市議団ホームページ

http://jcpodawara.kun.jp/

関野たかし議員 原田としじ議員

日本共産党小田原議団(３名)は市

民のみなさんから寄せられた要求を

実現するためがんばってきました。

裏面で主な成果を紹介し、今後も

引き続き実現に努力してゆきます。



○昨年10月から小児医療費助成制度を小学校６年まで拡充

○昨年４月から精神障害１級も重度障害者医療費助成の対象に

○市立病院の医師、看護師を増員し基幹病院としての機能拡充

○特別養護老人ホームの増設

○小中学校の全ての普通教室に天井扇風機取り付け

○不登校生徒訪問相談員や 校内支援室など拡充し、不登校対策強化

○小学２年まで35人以下学級にするなど少人数教育の推進

○スタディー・サポート・スタッフなど拡充し学習援助

○一部放課後児童クラブを小学校６年生まで対象に

○廃園予定のおおとり保育園を市が引継ぎ存続（現さくら保育園）

○戦争を美化する中学校歴史教科書採択阻止

○津波避難ビルの確保や防災無線の増設

○市役所の耐震補強工事（免震工法）の実施

○関口川、下菊川の水害対策工事の推進

○生ごみ堆肥化などゴミの資源化推進

○宿泊施設（旧スパウザ）をヒルトンに売却

することを決定

○市民参加による城址公園の「史跡と緑の共生」

○城山陸上競技場の大改修の実施

○議員の賛否の公開

当面の課題

●待機児童の解消

●小田原地下街再生事業のリスク回避策

●お城通り再開発事業の拙速な取り組みを

許さない

●住宅リフォーム助成制度の早期実現

●市民ホール（芸術文化創造センター）

のコスト抑制

●再生可能エネルギー導入促進

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相
談

担
当
弁
護
士

岡
村

三
穂

６
月
３
日
（
火
）

次
回７

月
１
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、

関
野
、
原
田
、
田
中

ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

使い勝手の良い市民ホール（芸術文化創造センター）

の建設が望まれています。多くの市民と専門家そして基

本設計を委託している新居千秋都市建築設計が、基本計

画を実現することに全力を尽し、基本設計を完成させま

した。資材や労賃が高騰していることから、今後実施設

計においてコスト抑制が大きな課題となってきます。

平成26年度の予算において、一人当たりの国保料を昨年と同額に据え

置くために、一般会計からの繰り入れを２億3,000万円余増やしました。

市の一定の努力は認められます。国保料は高いという市民の声が根強く

あることから、今後とも一般会計からの繰り入れを増やし、国保料を引

き下げる努力が求められます。

神奈川県が一部窓口負担を導入し、神奈川臨調で補助金制度の見直しを検討している中、小

田原市は県が導入した一部窓口負担を肩代わりするとともに、重度障害者医療費助成を堅持し

ています。将来にわたり堅持するとともに、県に元に戻すよう求める必要があります。

小・中学校や幼稚園の校舎の老朽化が進み、改修が急が

れています。市は校舎リニューアル計画を策定し取り組ん

できましたが、この計画を見直し、短期、中・長期計画を

策定し、応急処置、長寿命化、改築等きめ細かく分析して、

より具体的に取り組みを進めることとしました。

林業の再生と地域経済の活性化を推進するため、今年４月から市民が小田原産の木材を使用

し住宅をリフォームするとき、一定の助成をする制度を発足させました。今年度は床面のリフォー

ムに限定し、小田原産木材使用量５㎡以上、単価１㎡当たり7,500円、上限１件当たり20㎡(15

万円)の助成をします。

これを期に一般的な住宅リフォーム助成制度の早期導入も実施すべきです。

芸術文化創造ｾﾝﾀｰ(市民ホール)完成予想図

日本共産党小田原市議団は、小田原地下

街再生事業に同意できないことから一般会

計予算に、また消費税増税に伴う使用料、

手数料等値上げ議案には反対し、値上げし

ない選択肢もあると指摘しました。競輪事

業特別会計予算、後期高齢者医療事業特別

会計予算にも理念上反対であることから、

25議案中10議案に反対しました。

小田原市立病院

下菊川水害対策

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸90

原田としじ ４８－４９３１ 南鴨宮2-24-14

田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町1-6-2
（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Eﾒｰﾙ(代表) tanakarieko@nifty.com


